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1. 平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 2,160 11.0 △425 ― △442 ― △375 ―
26年3月期第2四半期 1,945 △10.7 △600 ― △599 ― △377 ―

（注）包括利益 27年3月期第2四半期 △352百万円 （―％） 26年3月期第2四半期 △377百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第2四半期 △2.83 ―
26年3月期第2四半期 △2.84 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第2四半期 9,164 5,148 56.2
26年3月期 10,313 5,741 55.7
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 5,148百万円 26年3月期 5,741百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― ― ― 1.00 1.00
27年3月期 ― ―
27年3月期（予想） ― 1.00 1.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,500 11.1 400 215.1 400 157.8 250 ― 1.88



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
(注)詳細は、添付資料４ページ、「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項(１)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注)詳細は、添付資料４ページ、「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項(２)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対
する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 132,796,338 株 26年3月期 132,796,338 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q 24,745 株 26年3月期 17,760 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 132,774,537 株 26年3月期2Q 132,786,550 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日～平成26年９月30日）におけるわが国経済は、消費税率引き上げ

の影響で一次的に低迷したものの、政府や日銀による経済政策や金融政策によって企業収益に改善の兆しが見られ

景気は緩やかな回復基調で推移しました。しかしながら、中東やウクライナなどの地政学的リスクによる原油価格

の高騰や世界的な株安の進行及び中国の「シャドウバンキング」問題、さらには米国金融緩和策縮小のための出口

戦略に伴う新興国市場の動揺など日本経済のリスク要因もさまざまに問題化してきており、先行きに対する不透明

感は払拭できない状況にあります。 

このような状況のもと、当社は「２０１３中期事業計画」２年目としての「利益計画の達成」に向けて、小型気

象計「POTEKA」や世界最小・最軽量を実現した新型ゾンデ「iMS-100」など重点開発商品の市場への投入を準備する

とともに、拡販ステージへの展開を積極的・戦略的に推進してまいりました。さらに、事業部制の導入により責任

体制の明確化を図ると同時にＱＣＤ管理を徹底することで業績管理を充実させてきました。 

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は前年同四半期と比べて214百万円（11.0％）増加し、2,160百万

円となりました。営業損益は425百万円の損失でありましたが、前年同四半期と比較して損失幅が174百万円減少し

ています。同じく、経常損益は442百万円の損失でありましたが、前年同四半期と比較して損失幅が157百万円減少

しています。また、四半期純損益は前年同四半期に比べ損失額が1百万円減少し、375百万円の損失となりました。 

当社グループの売上高および利益の計上には季節的変動があり、第４四半期連結会計期間に偏る傾向がありま

す。詳しくは（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明をご参照下さい。 

  
なお、第１四半期連結会計期間より、セグメント情報の区分を見直し、従来の単一セグメントから「気象防災事

業」、「宇宙防衛事業」に変更しており、以下の前年同四半期比較については、前年同四半期の数値を変更後のセ

グメント区分に組み替えた数値で比較しております。 

  

（注）営業利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用は、主に報告セグ

メントに帰属しない一般管理費、予算と実績の調整差額であります。 

  

＜気象防災事業＞ 

気象防災事業の売上高は前年同期より245百万円増加し1,383百万円となりました。営業利益は前年同期より392

百万円損失が減少し△381百万円となりました。新幹線向けの早期検知用地震計システムや高層気象ゾンデ、３Ｄ

ＬＲ(３次元レーザレーダ)踏切障害物検出装置等の売上高が増加したことに加え、クレーム関係費用等の改善に

よって、営業利益のマイナス分が大幅に圧縮されています。 

  

＜宇宙防衛事業＞ 

宇宙防衛事業の売上高は前年同期より30百万円減少し776百万円となり、営業利益は前年同期より137百万円減

少し△40百万円となりました。売上高の減少に加えて研究開発費や営業支援費といった費用の負担も増加してい

ることから損益も悪化することとなりました。 

  

 

  売上高（百万円） 営業利益又は損失(△)（百万円） 

前第２四半期 
累計期間 

当第２四半期
累計期間 

増減 
前第２四半期
累計期間 

当第２四半期 
累計期間 

増減 

気象防災事業 1,138 1,383 245 △773 △381 392 

宇宙防衛事業 807 776 △30 96 △40 △137 

調整額(注) ― ― ― 75 △4 △80 

合計 1,945 2,160 214 △600 △425 174 
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（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して1,149百万円減少しました。主な内容は、

資産の部では、現金及び預金の減少（500百万円）、受取手形及び売掛金の減少（2,099百万円）等によるものであ

り、負債の部では支払手形及び買掛金の減少（668百万円）、未払消費税等の減少（101百万円）等によるものであ

ります。純資産は、剰余金の配当による減少（132百万円）や当四半期純損失（375百万円）の計上等によって前連

結会計年度末と比較して592百万円減少しております。この結果自己資本比率は55.7％から0.5ポイント増加し

56.2％となりました。  

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成26年５月８日に公表いたしました平成27年３月期の連結業績予想に比べ、当第２四半期連結累計期間の売上

高は、通期予想に対しては25.4％の進捗であり、平均的な進捗率に比べますと大きく乖離しております。これは、

官公庁への納入割合が大きく納期が年度末に偏ることから、第４四半期連結会計期間に売上が集中する傾向が顕著

であり、売上高および利益の計上には著しい季節的変動があります。 

しかしながら、当初予想や前年同期との比較において実績はこれを上回っていること、心配される受注の遅れも

取り戻しつつあることで、通期の業績予想につきましては現段階におきましては平成26年５月８日に公表しました

業績の予想数値を据え置いております。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

○税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積り実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

  

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

退職給付に関する会計基準 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについ

て第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰

属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を退職給付の支払見込期間及び支払見込期間

ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が106,607千円増加し、利益剰余金が106,607

千円減少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失へ

の影響は軽微であります。  
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

 

                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 675,628 175,103 

    受取手形及び売掛金 4,563,236 2,463,744 

    製品 51,914 52,953 

    仕掛品 769,642 1,370,577 

    原材料及び貯蔵品 389,668 408,394 

    短期貸付金 123,480 804,509 

    繰延税金資産 227,839 301,991 

    その他 70,404 71,783 

    貸倒引当金 △898 △586 

    流動資産合計 6,870,917 5,648,470 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 211,849 211,950 

      機械装置及び運搬具（純額） 111,196 147,812 

      土地 2,549,587 2,548,883 

      リース資産（純額） 7,326 5,624 

      建設仮勘定 117,148 153,709 

      その他（純額） 208,772 243,335 

      有形固定資産合計 3,205,880 3,311,316 

    無形固定資産     

      リース資産 7,079 6,070 

      その他 49,298 42,602 

      無形固定資産合計 56,377 48,673 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 109,112 108,824 

      長期貸付金 774 574 

      退職給付に係る資産 7,776 2,774 

      繰延税金資産 22,644 10,041 

      その他 59,239 53,004 

      貸倒引当金 △18,870 △18,870 

      投資その他の資産合計 180,677 156,350 

    固定資産合計 3,442,936 3,516,340 

  資産合計 10,313,853 9,164,811 
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                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 1,759,787 1,091,284 

    未払金 123,430 127,614 

    リース債務 8,154 4,394 

    未払法人税等 21,989 14,766 

    未払消費税等 110,985 9,894 

    製品保証引当金 152,820 142,485 

    賞与引当金 189,195 258,861 

    受注損失引当金 534 20,355 

    その他 118,392 154,752 

    流動負債合計 2,485,290 1,824,408 

  固定負債     

    長期借入金 29,750 50,850 

    リース債務 5,327 6,377 

    環境対策引当金 15,400 15,400 

    退職給付に係る負債 1,179,117 1,262,019 

    再評価に係る繰延税金負債 857,447 857,198 

    固定負債合計 2,087,042 2,191,845 

  負債合計 4,572,333 4,016,253 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 2,996,530 2,996,530 

    利益剰余金 1,189,192 574,453 

    自己株式 △1,664 △2,451 

    株主資本合計 4,184,058 3,568,531 

  その他の包括利益累計額     

    土地再評価差額金 1,548,556 1,548,101 

    退職給付に係る調整累計額 8,904 31,923 

    その他の包括利益累計額合計 1,557,460 1,580,025 

  純資産合計 5,741,519 5,148,557 

負債純資産合計 10,313,853 9,164,811 
 

明星電気㈱　（6709）　平成27年３月期　第２四半期決算短信

6



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 1,945,437 2,160,294 

売上原価 1,789,523 1,897,576 

売上総利益 155,913 262,718 

販売費及び一般管理費 756,552 688,431 

営業損失（△） △600,638 △425,713 

営業外収益     

  受取利息 1,904 1,132 

  受取賃貸料 7,638 7,917 

  その他 2,283 2,162 

  営業外収益合計 11,826 11,211 

営業外費用     

  支払利息 1,599 617 

  支払手数料 - 14,546 

  株式管理費用 6,005 6,746 

  為替差損 521 1,210 

  その他 2,500 4,627 

  営業外費用合計 10,627 27,748 

経常損失（△） △599,439 △442,250 

特別損失     

  減損損失 - 703 

  特別損失合計 - 703 

税金等調整前四半期純損失（△） △599,439 △442,954 

法人税等 △221,966 △67,145 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △377,473 △375,808 

四半期純損失（△） △377,473 △375,808 
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四半期連結包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △377,473 △375,808 

その他の包括利益     

  退職給付に係る調整額 - 23,019 

  その他の包括利益合計 - 23,019 

四半期包括利益 △377,473 △352,788 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 △377,473 △352,788 

  少数株主に係る四半期包括利益 - - 
 

明星電気㈱　（6709）　平成27年３月期　第２四半期決算短信

8



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 
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（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日） 

当社グループは、通信、電子、電気計測、情報処理等の機器・装置を製造販売する環境計測システムメ

ーカーとして単一の事業を営んでおり、社内におけるマネジメントにおいても全体を一つの事業としてお

ります。従いまして、セグメント情報の記載を省略しております。 

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(注) １．営業利益の調整額△4,231千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費、予算と実績の調整差額であります。 

２．報告セグメントの営業利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行ってお

ります。 

  
２．報告セグメントの変更等に関する事項 

当社グループは、前連結会計年度末においては、通信、電子、電気計測、情報処理等の機器・装置を製

造販売する環境計測システムメーカーとして単一のセグメントでありましたが、第１四半期連結会計期間

よりセグメント情報の区分を見直し、従来の単一セグメントから「気象防災事業」、「宇宙防衛事業」に

変更しております。 

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第２四半期連結累計期間における報告セグメ

ントに基づき作成すると次のとおりになります。 

(注) １．営業利益の調整額75,990千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費、予算と実績の調整差額であります。 

２．報告セグメントの営業利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行ってお

ります。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

 

    (単位：千円) 

  
気象防災 
事業 

宇宙防衛 
事業 

合計 
調整額 
(注)１ 

四半期連 
結損益計 
算書計上 
額(注)２ 

売上高           

  外部顧客への売上高 1,383,946 776,348 2,160,294 ― 2,160,294 

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

― ― ― ― ― 

計 1,383,946 776,348 2,160,294 ― 2,160,294 

営業利益又は損失(△) △381,154 △40,327 △421,482 △4,231 △425,713 
 

    (単位：千円) 

  
気象防災 
事業 

宇宙防衛 
事業 

合計 
調整額 
(注)１ 

四半期連 
結損益計 
算書計上 
額(注)２ 

売上高           

  外部顧客への売上高 1,138,420 807,017 1,945,437 ― 1,945,437 

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

― ― ― ― ― 

計 1,138,420 807,017 1,945,437 ― 1,945,437 

営業利益又は損失(△) △773,393 96,764 △676,628 75,990 △600,638 
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４．補足情報 

（１）生産、受注及び販売の状況 

 ①生産実績 

当第２四半期連結累計期間における生産実績は、次のとおりです。 

（注）１.金額は販売価格によっております。 

 ２.上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

 ②受注実績 

当第２四半期連結累計期間における受注実績は、次のとおりです。 

（注）上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

 ③販売実績 

当第２四半期連結累計期間における販売実績は、次のとおりです。 

（注）上記の金額に消費税等は含まれておりません。 

  

（２）主要な連結子会社の業績の概要 

当社の連結子会社は、当社が100％出資する明星マネジメントサービス株式会社のみです。当第２四半期連結累計期間

での当子会社の売上高は全額が当社の仕入高となっており、また企業グループにおける連結決算において当子会社の重

要性は、金額的にも質的にも僅少であります。 

当第２四半期連結累計期間の当該子会社の売上高は123,945千円、経常利益2,403千円、税金等調整前四半期純利益

2,403千円、四半期純利益2,156千円であります。 

  

 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日) 前年同期比(％) 

金額(千円) 

2,762,268 ＋4.7 
 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日) 

受注高(千円) 前年同期比(％) 受注残高(千円) 前年同期比(％) 

3,190,535 △15.2 3,816,955 ＋1.3 
 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日 前年同期比(％) 

金額(千円) 

2,160,294 ＋11.0 
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